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縁起のよいナンテン
冬録色の中で、緑の葉と赤

い笑が災しい。中国原産で、

観賞用に庭木や鉢植え、 主主花

材料として用いられる。ナン
テンは難転とかけて縁起のよ

い木とされ、雌除けにつかわ
れる。漢方では巣突がせき止

めの薬として用いられる。
平成7年 1月1日/毎月 1日・ 15日発行/102，000部/神奈川県平塚市役所発行
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13 なでしこチーム

①人見健介日本理科大
②臼井君事一 五領ケ台高

③岡島 餓教員
@!UJI間 航 平 日 大 藤 沢

⑤ 佐 有 木 猛 産 能 短 大

⑧村級官官彦会社員

⑮井出回迎太郎藤沢商業

14 土屋チーム

①銭島正災平塚市役所

② 於 本 富 男 東 京 電 力

③山本芳一 日本たばζ

@怨光修司平縁良費量高

⑤g本光一繁野市役所

⑩網谷忠昭 J R東日本

~板野総ニ明治生命

15 神田チーム

①芥車車 線高砂脊料

②蛇木材也専門学校

③駅間武彦キャノ ン

@平俗 f，i 高砂香料
⑤鈴木隆司平塚消防署

~/II 孝男キャノン

唖郎知多 茂日i!l't車体

11 大神チーム

① 斉勝英樹 神衆川県轡

②小路I 僚文 二宮高
③狩木健太五領ケ台前

@f'中村政樹神田市
⑤樋口実光i!l't能大学

⑧鈴木時男西松建絞

⑧締木直和西松建設

12 中原チーム

①祈念伸一 洗溜鼠

②寓山和志大磯商

③渋谷通尚都団体職員

③D;r lE弘平線市役所
⑤杉山正彦平最長市役所

⑩巡機嫌之五領ケ台高
⑩小林 優平塚段業部

2 岡崎チーム

①佐 久 間勝不二測量

②大関篤史 早 稲 田 大 学

③永井保紀 神奈川工科

@司王川彰 夫 安 立 旬 機
⑤小川軍事久雄 平塚市役所

@秋山 修教員

⑩長谷川良平 東海大卒回線

3 ll!IJffチーム

①藤原岳久三菱フソウ
②?li繍良和五領ケ台高

③新村明義平原消防署

③石井町弥神奈川大学

⑤ 熊 野 崎鎌倉学問~
⑩高橋邦豆 大策化学

4 松が丘 チーム

①線 総臼平線市役所
②野村和j明学生

③広部 第江南高
@村」ニ 秀ー治 三菱樹脂

⑤m悶 正考教員

唖TfJ'1I盛 栄平原消防署

数字はゼッケン、①は区間
⑮t手術 欠選手

0 天機湯ケ島町 チー ム

①落合 浩鉛原ゴルフ

②大川む樹高校生
③山本秀利湯ヶ.Qj{ljJr.{

⑥縮問 婿 TEC大仁

⑤紅野直人大学生
⑧川 井 強 TEC大仁

⑮鈴 木 正徳コーヒー1苫

1 It且北チーム

①大軍軍 隙藤沢商業高

②原因 嫌由東海大学

③岡元良一 繍浜ゴム
@ 三輪孝宣言平犠消防轡

③山下勝治平爆消防磐

唖腕孟迫 獄平線市役所

⑩首・藤 徹五領ケ台高

恒
例
と
な
り
ま
し
た
新
春
を
飾
る

「第
四
十

一
回
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
は
、
各
地

市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の

開
会
式
は
、
午
前
七
時
四
十
五

分
か
ら
平
塚
競
技
場
で
行
い
ま

す
。
昨
年
は
、
ス
タ
ン
ド
の
改

今
年
の
話
題
は
、
市
民
休
養
の

郷
天
城
湯
ケ
島
町
か
ら
の
オ
ー

プ
ン
参
加
で
す
。
天
城
湯
ケ
島
町

各中継所先頭通過予定時刻

8時30分

8時50分

9時 13分

9時28分

9時49分

10時 07分

区
二
十
ニ
チ
1
ム
が
参
加
し
て
、
一
月
八
日
(
臼
)
午
前
八
時
三
十
分
平
塚
競
技
場
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ゴ
ー
ル
は
山
城
中
学
校
で
五
区
間
三
十
一
・
九
J
Mで
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
、
各
地
区
を
代
表
し
て
走
る
選
手
に
、
温
か
い
と
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

修
工
事
の
た
め
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
元
の
平
場
競
技
場
に
戻
り
ま

す。

天
減
湯
ケ
島
町
が
出
場

第 l区平塚競技場スタート

第 2区域島 小学 校前 6.6km 

m3区大住 中学 校前 7.4km 

第 4区みずほ小学校前 5.0km 

第 5区吉沢 小学 校前 7.0km 

ゴール 山 城中学校 5.9回

全長 5区間 31.9km 

16 富士見チーム

①鹿削輝君倖 日本精工

②横山俊二 神奈川県笹

③長田昭彦会社員

@ 飢 山 保 夫 横 浜 ゴ ム

⑤ 小林 正ー 自滋梁

⑩中戸川1f.夫大原高

唱以粗野義影高浜高

5 金目チー ム

①鈴木政徳 東海大学

③E自月機敏東海大学

③風1111 秀治江南高

③ 浅 見 :I.'l久 平 稼E基調建前

⑤ 今 井 了 上武大学

⑩香川 茂高砂呑科

⑩中 本 宛ニ 江南高

と
は
、
い
ま
ま
で
各
種
団
体
の

交
流
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
市
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

駅
伝
に
出
場
す
る
の
は
初
め
て

で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。出

場
す
る
選
手
の
話
題
は
、

何
と
い
っ
て
も
背
森
東
京
間
駅

伝
に
県
代
表
で
出
場
し
、
晴
れ

の
ア
ン
カ
ー
を
努
め
て
総
合
優

勝
を
飾
っ
た
、
旭
北
チ
1
ム
の

堂
道
誠
選
手
で
す
。
市
内
一
周

駅
伝
で
は
、
毎
年
区
間
最
高
記

録
を
塗
り
替
え
、
今
で
は
一
区
・

ニ
区
・
四
区

・
五
区
の
区
間
最

高
記
録
を
保
持
し
、
走
っ
て
い

17 横内チーム

①小宮寓土m 平爆市役所
② 鈴 木 遣 仁 東 海 大 学

③伯倉 孝 司E
@閲 俊 三量晶化学

③金 制二 共栄工業
⑥中村 朗 三協化学

⑩本内克洋 三協化学

18 備管チーム

①'11口勝勝則折芳

②国井丞太高校生
③ 平林笠夫東京学芸大

⑥誠ltfj 降丸大学生

⑤福田章量治東京ガス

@消 泳 正 夫 東 京 ガ ス
⑩山口 由 紀 平 原 島 袋 路

6 爾原チーム

① 耳 障 問 光夫被浜ゴム
②鎌野述雄平塚市役所

③ 奥 山 徹也横浜ゴム

@i'ia 紛ニ 績浜ゴム
⑤行天~ニ 明治大学
⑩野 川 文明北友物産

⑩杉浦宛弘平塚市役所

7 総原チーム

①mnl常蹴平塚学悶?:5
②岡本住 也法政二 府

③ 杉 山 邦男古河電工

⑥柳下貨告書平原市役所

⑤)1'. t: tli 日立製作所
⑩出納税人荏原製作所

⑩鈴木正人大原高 な
い
三
区
だ
貯
が
記
録
な
し
と

い
う
市
内
で

一
番
強
い
選
手
で

す
。
(
下
表
の
と
お
り
)

も
う
一
人
は
、
岡
崎
チ
1
ム

の
早
稲
田
大
学
四
年
生
大
関
篤

史
選
手
で
す

σみ
な
さ
ん
も
ご

存
知
の
と
お
り
、
正
月
恒
例
の

大
学
箱
根
駅
伝
の
早
稲
田
の
エ

ー
ス
で
す
。

二
連
覇
を
ね
ら

う
旭
北
チ
ー
ム

二
年
連
続
優
勝
を
ね
ら
っ
て

い
る
の
は
、
旭
北
チ
l
ム
で
す
。

四
区
間
の
区
間
最
高
記
録
を
持

つ
エ
ー
ス
掌
道
選
手
を
補
欠
で

登
録
し
、
ど
の
区
間
で
も
エ
ン

ト
リ
ー
で
き
る
よ
う
に
し
た
選

手
配
置
は
最
強
チ
l
ム
で
す
。

ま
た
、
ニ
区
の
東
海
大
学
の
原

田
兼
由
選
手
や
四
区
の
消
防
署

の
三
輪
孝
幸
選
手
は
、
郡
市
対

抗
駅
伝
の
市
の
代
表
選
手
で
も

区間最 高記録

第 1区主主道誠〈旭北) 19分 48秒、 39回大会

第 2区主主道誠(旭北) 22分 41秒 40回大会

第 3区大森誠(旭北)16分 00秒 40回大会

第 4区堂道誠(旭北)19分 54秒 37回大会

第 5区堂道誠(畑北)17分 28秒 38回大会

チーム総合優勝記録旭北 1時間41分 39秒

あ
り
、
他
チ
l
ム
を
圧
倒
し
て

い
ま
す
。
堂
道
選
手
が
何
区
を

走
る
の
か
も
興
味
が
あ
り
ま

す。
昨
年
二
位
の
港
チ
l
ム
は
、

昨
年
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
臨

み、

一
区
に
藤
沢
商
業
の
山
口

力
也
選
手
を
使
い
、
そ
の
勢
い

で
ゴ
ー
ル
し
よ
う
と
ね
ら
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
三
位
の
旭
南
チ

ー
ム
は
、
エ
ー
ス
の
神
奈
川
大

学
石
井
直
弥
選
手
を
四
区
に
使

い
、
昨
年
の
雷
同
守
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス

は
、
東
海
大
学
の
選
手
そ
一
区

と
ニ
区
に
使
う
金
目
チ
l
ム

と
、
横
山
俊
二
選
手
の
い
る
富

士
見
チ
l
ム
で
す
。

六
位
以
下
は
混
戦
で
予
想
が

つ
き
ま
せ
ん
。

19 金田チーム

①樋渡 均大阪高
③池谷充弘明治学院大

③北山万之東海大
③村瀬治二 費量野高

⑤~附 f愛行 自営費臣

唖~木康事谷大磯町
⑩金子 裕保予備校生

20 1E水チーム
。藤原 隆神奈川保轡

②大島 修神奈川県軍事

@fJ'緩 克己 東京電力
@I週 1-. 治座開高教員

③侮却 一利東京哲也カ

⑩啓掛修- il'S秒香料

~:It-よ f百行阪総

21 宮沢チーム
①加藤 隆平縁消防磐

②久保問智江南高

③中島 勉平草富良型睦n
@猪俣栄一 トヨベット

⑤三官友和大阪商
⑩前野佳樹江雨前

⑧8膏 俣 直 也 五 領 ケ 台 高

8 .土チーム
①?:~~ 科書車 京 芝

②成瀬正幸、下塚消防iP.-

③ 児 玉 必弥 三 菱樹脂

@長崎大制大阪市

⑤池ITI 陽一 繍浜ゴム

⑩和【11 窄牛ー 東京宣立カ
⑩金子 敏行川崎水道局

通長沢商E堤
藤沢拘置陸

プレス工業
フリータ-
t'il乃二

五銭iケ台府
相洋高

10 縄島チーム
① 杉山約一 厚木市役所

@ト杉白 広 関 東 学 院 大
③山内 重量和五鎮ケ台高

@長谷川栄平線消防者

⑤ 三校 史神策川県警華

⑮ 飯 田 志穂1 江南高

⑩池原八州男 曽我の邸

9 港チーム

①山11 カ也
②山1J 淳

③杉原祁 洋

⑥椀 山 順一

⑤mlR 公 明

⑩川U 勉

@肘IA~~ J，l!司
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て
知
ら
れ
、
現
代
美
術
の
優
れ

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い
て
き

た。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
二
十
世

紀
に
入
っ
て
登
場
し
た
キ
ュ
ピ

ス
ム
の
ピ
カ
ソ
や
ブ
ラ
ッ
ク
、

表
現
主
義
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ

ー
、
幾
何
学
的
抽
象
画
の
モ
ン

ド
リ
ア
ン
、
現
在
の
ア
l
ト
シ

美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
オ

ラ
ン
ダ
フ
行
ン
ア
ッ
ベ
美
術
館

所
蔵
l
変
貌
す
る
二
十
世
紀
絵

画
展
」
を
開
催
す
る
。

フ
ァ
ン
ア
ッ
ベ
美
術
館
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
イ
ン
ト
ホ
l
ヴ

ェ
ン
市
に
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
早
く
か
ら
同
時
代
の
美
術

作
品
を
収
集
す
る
美
術
館
と
し

え栄来出なg・見

l
i
!

写真トビvクス

パプロ・ピカソ「緑の

婦人像J1909年

ー
ン
で
注
目
を
集
め
る
キ
l
フ

ァ
1
、
ギ
ル
パ
1
ト
&
ジ
ョ
ー

ジ
な
ど
の
現
代
美
術
家
の
作
品

も
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
作
品

六
十
三
点
を
展
示
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
中
心
に
二
十
世
紀
の
美

術
の
流
れ
を
た
ど
る
。
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
を
。

マ
会
期

1
月
7
日
(
土

)
1

2
月
ロ
日
(
日
)

・
開
館
時

間

午

前

9
時
初
分

1
午
後
4
時
日
分
(
入
場
は
午

後
4
時
初
分
ま
で
)

マ
休
館
日
毎
週
月
曜
日

マ
観
覧
料
一
般
八
百
円
、
大

学

・
高
校
生
六
百
円
、
中
学

・

小
学
生
三
百
円

。
講
演
会
「
初
世
紀
絵
画
と
フ

ァ
ン
ア
ッ
ベ
美
術
館
コ
レ
ク
シ

ヨ
ン
」

マ
日
時

後
2
時
1

マ
会
場
英
術
館
講
堂

マ
鵠
師
フ
ァ
ン
ア
ッ
ベ
美
術

館
学
芸
員
ヤ
1
プ

・
フ
ル
デ

モ
ン
ド
氏
(
通
訳
付
き
)

マ
入
場
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館

(
包
括
お

l
一
一
一
一
一

)

2
月
ロ
日
(
臼
)
午

老
人
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
ビ
デ
オ

市
で
は
、
在
宅
老
人
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
制
度
を

導
入
し
、
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
、
六
十
五
歳
以

上
の
在
宅
の
高
齢
者
に
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
ビ
デ

オ
を
制
作
し
、
無
料
で
貸
し
出

す
と
と
に
な
っ
た
。
介
護
者
や

各
種
団
体
で
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

マ
貸
し
出
し
場
所
高
齢
福
祉

課
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
伸
生
会
、
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
)
、
栗

原
ホ
1
ム
、
福
祉
会
館
な
ど

マ
タ
イ
ト
ル
平
塚
市
在
宅
老

人
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

マ
問
い
合
わ
せ
先
高
齢
福
祉

課
(
内
線
ニ
一
九
)

福
祉
会
館
ま
つ

り
の
競
技
結
果

第
十
七
回
福
祉
会
館
ま
つ
り

が
十

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
聞
か
れ
た
。
ま
た
、

で
は
、
お
飾
り
作
り
教
室
や
年

賀
状
作
り
教
室
、
も
ち
つ
き
大

会
な
ど
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
三
日
と
二
十
四
日
は
競
技

部
門
の
グ
l
ト
ボ
1
ル
大
会
と

囲
碁

・
将
棋
大
会
が
聞
か
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
各

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

{ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大
会
】

μ
チ

ー
ム
出
場

・
優
勝
花
水
チ
l
ム

{囲
碁
大
会
}
刊
人
出
場

・
福
祉
名
人
戦
優
勝
安
松
昇

(
中
原
)
・
福
祉
本
因
坊
戦
優

勝
大
谷
光
雄

(八
千
代
町
)

・
福
祉
碁
聖
戦
値
勝
春
田
芳

蔵

(縄
)

{将
棋
大
会
}
犯
人
出
場

・
福
祉
王
将
戦
優
勝
背
木
新

蔵
(
代
宮
町
)
・福
祉
王
座
戦
優

勝
宮
代
平
吉
(
高
根
)

小
学
校
就
学
期

の
父
包
講
座
を

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学

習
活
動
の
一
環
と
し
て
、
小
学

1月の移動図書館の日程
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ハ
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d
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19日

19日

20日

20日

24日

24日

24日

25日

26日

26日

26日

27日

27日

31日

31日

31臼

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

目

白

日

日

日

日

日

n
u
n
u
h
u

'
A
q
L
q
'
u
n
，u
q
J
今
、

u
勺
'

弓
，

勾

'
o
o

p
b
m
h
d
co

c
o

唱ム
Y
A

可A

可ム

司A
'
A

T
A
市

A

'

A

'
A
'
A

司A

可A

金目小学校

みずほ小学校

ふじみ野商庖街

旭陵中学校

港小学校

海宝寺

豊田公民館

松が丘公民館

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄 心 寺

金田公民館

土屋小学校

吉沢小学校

吉沢公民館

松延小学校

校
に
就
学
す
る
子
供
を
も
っ
保

護
者
を
対
象
に
、
小
学
校
就
学

期
父
母
鵠
座
を
開
く
。
臼
程
、

会
場
は
次
の
と
お
り
。
詳
し
く

は
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

(
内
線
五
二
四
)に
お
尋
ね
を
。

マ
1
月
M
日
(
火
)
勝
原

・
八

幡
、
初
日
(
木
)
金
田
、
幻
自

(
金
)
相
模

・
山
下

・
旭
、
初

日

(月
)
城
島
、
幻
自
(
火
)

豊
田
・大
原
、

2
月
1
日
(
水
)

神
田
・
真
土
、
2
日
(
木
)
大

野
・
横
内

・
吉
沢

・
松
が
丘
・

富
士
見、

3
日
(
金
)
花
水
・

金
目

・
岡
崎
、

4
日
(
土
)
松

延、

7
日
(
火
)
柴
普
、

8
日

(水
)
港
、

9
日
(
木
)
な
で

し
こ
、

M
日

(
火
)
南
原
、
日

日
(
水
)
み
ず
ほ
、

口
日
(
金
)
中

原
、
四
日
(
土
)
松
原
、
幻
自

(
火
)
土
屋

家
賃
の
差
額
を
助
成

高
齢
者
や
重
度
障
害
者
を
抱

え
る
世
帯
で
、
民
間
の
賃
貸
住

宅
に
お
住
ま
い
の
方
の
う
ち
、

家
主
か
ら
立
ち
退
き
要
求
を
受

け
て
い
る
方
へ
、
公
共
の
住
宅

に
入
居
す
る
ま
で
の
問
、
必
要

な
家
賃
等
の
一

部
を
助
成
す

る。
な
お
、
対
象
は
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

世
帯
が
該
当
す
る
。

マ
対
象
世
帯

①
臼
歳
以
上
の
単
身
世
帯

②
臼
歳
以
上
の
方
と

ω歳
以
上

の
方
ま
た
は
四
歳
未
満
の
方
の

み
の
世
帯

③
重
度
障
害
者
を
抱
え
る
世
帯

マ
問
い
合
わ
せ
先
高
齢
福
祉

課
(
内
線
二
一
九
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階
(
官
話

u

l
-
-一一

一
)

{第
町
田
哲
初
展
覧
会
}
1
月

日
日
(
水

)
1日
日
(
祝
)

{わ
っ
し
ょ
い
の
会
展
覧
会

(
英
術
)}
1
月

μ
臼
(
火
)

i
m日
(
日
)官

ぶ。
(
屯
括
幻
|
六
三
二
九
)

{ひ
ら
つ
か
た
の
し
い
密
初
展
}

1
月
5
日
(
木
)
1
M
臼
(
火
)

{平
塚
観
光
文
化
展
}
1
月
ロ

臼
(
木

)
1
口
臼
(
火
)

{湘
南
曹
道
同
好
会
展
}
1
月

四
日
(
木
)
S
M
日
(
火
)

{お
年
寄
り
の
趣
味
の
作
品
展
}

1
月
初
日
(
木

)
s
m日
(
火
)

臨時職員 (薬剤師)の募集
-資格薬剤師免許取得者で採用時現

在 45歳未満 の 方
・勤務時間 午 前10時~午後 3時
・勤務場所市民病院
-募集 人 員 若 干 名、時給1，400円
・申し込み 1月 19日同までに履歴書
と免許証の写しを市民病院庶務課
(電話32-0015) へ直接持参する

平塚市成人式21世紀ヘ……君の輝き
ポップス ・ファンタジツクし IVE
すてきな笑顔でいつまでも・.....
・遠野舞子プロフィール
歌手デピュ ー以前より、雑誌のグラビア ・カレン

ダ一等のモデルで活縮。

第 25回新宿音楽 祭 銅賞受賞

Visual Queen of The Year '93アイ ドル部門に

選出。ビール会社のイメージキャラクターとして

活蹴中

・前田ナオトプロフィール
TUBE  (前田豆輝}の顔そっくり。歌まねは本物のT U B Eコンサ ートを
恩わせるダイナミックさノテレビ東京系第 52回会日本そっくり大貸出場。そ
の他各種イベン トパーテ ィーなどに出演している

平塚市 は、成，人となられ芝 みな さん
をお迎えして前途を祝福するととも
に、 たくましく生さることを奮うつど
いとして平塚市成人式を開きます。

とき 1月15日〈祝〉
午前10時30分-12時
平塚市総合体育館
第 1部式典

第 2部アトラクション
ポップス・ファンタジック

LIVE 

遠野舞子・前回ナオト
・問い合わせ 脅少年線 {常務32ー7029)

会場
催 し物
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眼
底
検
査
と
は
、
視
神
経
、

網
膜
、
動
静
脈
の
状
態
を
調
べ

る
検
査
で
あ
る
二
般
的
に
は
、

眼
底
カ
メ
ラ
検
査
を
行
う
が
、

眼
底
カ
メ
ラ
と
は
特
殊
な
装
置

で
眼
底
の
き
れ
い
な
カ
ラ
1
写

真
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
検
査
は
数
分
で
終
了
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
鯵
簸
と
い

平成 フ年寸月1日(3) 

う
眼
底
を
見
え
や
す
く
す
る
た

め
に
、
一
時
的
に
艦
を
大
き
く

聞
い
た
ま
ま
に
す
る
薬
を
使
用

す
る
。
検
査
後
、
し
ば
ら
く
の

問
自
が
ぼ
や
け
た
り
、
ま
ぶ
し

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
時
間
が
た
て
ば
元
に
戻
る
。

眼
底
検
査
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
①
白
内
障
や
緑
内
障
な
ど

の
眼
科
的
疾
患
②
視
神
経
疾

患
お
よ
び
脳
協
腐
な
ど
の
脳
内

疾

患

③

眼
底
の
細
い
動
脈
が

細
く
硬
く
な
っ
た
り
、
網
膜
の

出
血
や
む
く
み
が
あ
る
と
い
っ

た
高
血
倍
、
動
脈
硬
化
④
糖

尿
病
や
腎
炎
な
ど
が
診
断
で
き

る。
平
塚
市
の
基
本
健
康
診
査
で

は
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
変
化

(S)
と
高
血
圧
に
よ
る
変
化

(H
)
を
分
類
し
診
断
し
て
い

る
。
診
断
結
巣
の
見
方
は
次
の

と
お
り
。

①
S
と
H
が
零
ま
た
は
一
の
と

き
は
異
常
な
し
②
S
が
こ
の

と
き
は
軽
度
の
動
脈
硬
化
、

H

が
こ
の
と
き
は
、
高
血
圧
に
よ

る
血
管
の
変
化
が
軽
度
認
め
ら

れ
る
た
め
、
経
過
観
察
が
必
要

で

あ

る

③
S
が
三
ま
た
は
四

の
と
き
は
動
脈
硬
化
、

H
が
三

ま
た
は
四
の
と
き
は
、
高
血
圧

に
よ
る
血
管
の
変
化
や
出
血
が

著
し
く
認
め
ら
れ
る
た
め
、
治

療
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
眼
底
は
、
体
の

中
で
唯

一
動
静
脈
の
状
態
を
直

接
肉
眼
で
見
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
を
診
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
診
断
結
果
は
個
々
に
違
う

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
主
治
医

に
相
談
す
る
と
良
い
。

・担
当
健
康
課
(
内
線
二
五
九
)

、
か
ん
横
診
で
チ
ェ
ッ
ク

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対

象
に
、
が
ん
の
検
惨
を
行
う
。

年
に

一
度
、
集
団
検
診
か
施
設

検
診
で
自
分
の
健
康
を
確
認
し

よ
う
。

〔
集
団
検
診
〕

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

器ください。対象は 1説朱満の赤ちゃんで、す。応募

されたはがき(l日掲載分は26日 ~10日締め切り、

15日掲載分は11 日~25日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は27人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町 9- 1 

平塚市広報広聴観「赤ちゃんの

ステージj 係

マ
検
診
名
、
対
象
、
費
用

同
が
ん
(
刊
歳
以
上
)
五
百

円
、
大
腸
が
ん
(
刊
歳
以
上
)

三
百
円
、
子
宮
頚
が
ん
(
初
歳

以
上
)
四
百
円
、
乳
が
ん
(
初

歳
以
上
)
百
円

マ
日
程
、
会
場
、
検
診
名

-
2
月
8
日
(
水
)
湘
南
農
協

大
野
支
所
(
胃
・
大
腸
が
ん
)

・
2
月
幻
自
(
月
)
保
健
セ
ン

タ
ー
(
胃

・
大
腸
・
子
宮

・
乳

が
ん
、
結
核
健
康
診
断
)

マ
申
込
方
法
指
定
申
込
書

(
市
役
所
、
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
)
ま
た
は
、
は

が
き
に
希
望
す
る
検
診
名
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
希
望
日
を
記
入
し
て
、

一T制
平
塚
市
浅
間
町
9
1
1
平

塚
市
健
康
課
へ

{
施
設
検
診
}

マ
検
飴
名
対
象
、
費
用

子
宮
顕
が
ん
(
初
歳
以
上
)

一
千
円
、
乳
が
ん
(
初
歳
以
上
)

四
百
円
、
肺
が
ん

(ω
歳
以
上
)

四
百
円

マ
申
込
方
法
実
施
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
む
。
・
実
施
医
療

機
関
名
は
健
康
課
(
内
線
二
六

O
)
に
お
尋
ね
を

健
康
教
室
で

糖
尿
病
予
防

市
で
は
、
糖
尿
病
を
正
し
く

理
解
し
、
予
防
す
る
教
室
を
開

く。

(
2
日
の
み
先
着
初
人
)

マ
日
程

1
月
時
日
(
水
)
、
お

日
(
水
)
、

2
月
2
日
(
木
)
、

8
日
(
水
)

マ
時
間
午
後
1
時
加
分
3
3

時

(
2
日
の
み
午
前
日
時

3
午

後
2
時
)

マ
会
場
岡
崎
公
民
館

マ
内
容
健
診
結
果
の
見
方
、

糖
尿
病
の
講
義
、
糖
尿
病
予
防

ヶ
!いふぺ多
J

崎
γ

二
時
芸
品

川

，
心

-L
N
f
s
S

，

n
ぺ
一ιrt1山

川

(
男
性
と
女
性
で
は
数
値
が

川

M
F

ベ
1
s
h

，‘B
E
E
F
E
-
n
E
'
若
干
異
な
る
)
。

川

川

d
t
m
w
Jーも
，

ペ

ヲ

こ
の
時
期
は
、
飲
酒
の
機

川

山
多
省

1
6
1
h
l、

警

，

会
が
多
く
な
る
の
で、

肝
臓

川

州

ア

ル

コ

ー

ル

は

ほ

ど

ほ

ど

に

を
守
る
た
め
の
い
く
つ
か
の

州

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
る

川

川

近
年
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

消

す

ア

ル

コ

ー
ル
性
肝
炎
と
と
、
①
過
に
一
日
は
禁
酒
田

川

川

費
量
は
増
え
、
空
高
校
生
の
な
っ
た
り
す
る
。
を
つ
く
る
②
体
調
の
惑
い

川

川

飲
酒
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
依
存
肝
臓
は
、
状
態
が
か
な
り
日
は
飲
ま
な
い
③
目
安
は

川

川

症
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
悪
く
な
ら
な
い
と
自
覚
症
状
日
本
酒
な
ら
一
合
、
ワ
イ
ス

川

川

な

っ

て

い

る

。

が

現

れ

な

い

の

で

、

定

期

健

キ

ー

な

ら

ダ

ブ

ル

で

ニ
杯、

州

州

ア
ル
コ
ー
ル
の
及
ぼ
す
健
診
が
重
要
な
役
割
を
担
う
。
ビ
ー
ル
は
中
ピ
ン
一
本
ま
で

川

川

康
障
害
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
肝
臓
の
状
態
を
表
す
検
査
④
肉
、
魚
な
ど
の
た
ん
自
賀

川

川

の
は
肝
臓
病
で
あ
ろ
う
。
大
項
目
に
、

G
O
T
、
G
P
T、
を
多
く
含
む
つ
ま
み
を
食
べ

川

川

量
の
飲
酒
は
、
肝
臓
に
脂
肪
マ
ー
G
T
P
な
ど
が
あ
な
が
ら
飲
む

⑤
楽
し
く
飲

州

州

が
貯
ま
る
脂
肪
肝
に
な
っ
た
り
、
中
で
も

γ
l
G
T
Pは
む
な
ど
、
心
掛
け
た
い
も
の

川

川

り
、
肝
細
胞
が
壊
死
を
起
こ
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
に
で
あ
る
。

川

叩=一一一
一一一
一
一一一一
一
一一一
一
一一一一一一一一一一一
一
一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一
一一一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一==三三司

の
た
め
の
食
事
指
噂
、
調
理
実
院
は
除
く
)
で
受
診
を
(
勤
務
却
分

1
午
後
1
時
初
分
、
骨
粗

習
、
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
な
ど
先
で
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
し
よ
う
症
予
防
の
食
生
活
の
エ

マ
申
込
期
限

1
月
日
日

(

金

)

の

あ

る

方

は

除

く

)

。

夫

マ
申
込
先
岡
崎
公
民
館
(
電
マ
受
診
内
容

血
圧
測
定
、
検

・
2
月
7
日
(
火
)
午
前
9
時

話
回
l
一

二

八

六

)

尿

、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、

1
U
時
、
午
後
1
時
5
4時、

肝
機
能
検
査
、
航
機
能
検
査
、
体
力
測
定
と
骨
密
度
測
定

心
電
図
検
査
、
貧
血
検
査
、
血

・
2
月
日
日
(
水
)
午
後
1
時

糖
検
査
、
肺
が
ん
検
診
等
(
た
初
分
5
4時
、
骨
と
健
康

だ
し
肺
が
ん
検
診
は
受
診
で
き
マ
会
場
平
塚
保
健
所

な
い
医
療
機
関
が
あ
る
の
で
、
マ
対
象
叩
歳
以
下
の
全
日
程

申
し
込
み
の
際
確
認
を
)
出
席
で
き
る
女
性
刊
人

マ

料

金

無

料

マ

申
込
先

平
塚
保
健
所
(
電

マ
申
込
方
法
実
施
医
療
機
関
話
詑

l
O
一
三

O
)
予
約
制

に
直
接
申
し
込
む

※
実
施
医
療
機
関
名
お
よ
び
受

診
に
つ
い
て
は
、
健
康
謀
(
内

線
二
六

O
)
へ。

予
防
接
種
、
か
任
意
に

予
防
接
種
法
の
改
正
に
伴

い
、
予
防
接
租
を
受
け
る
義
務

が
努
力
義
務
と
な
り
、
保
館
者

に
よ
る
任
意
接
種
と
な
っ
た。

集
団
接
種
会
場
で
予
防
接
種

を
受
け
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
記
入
し
た
予
防
接
種
予
診
票

を
も
と
に
し
た
医
師
の
問
診
お

よ
び
状
況
に
応
じ
た
診
療
、
そ

の
会
場
で
の
検
温
が
必
要
と
な

る。
な
お
、
保
護
者
は
あ
ら
か
じ

め
予
防
接
種
の
手
引
書
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
(
健

康
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
予
防

接
種
医
療
機
関
に
お
い
で
あ
る
)

を
読
ん
で
理
解
し
、
予
防
接
種

を
受
り
て
い
た
だ
き
た
い
。

詳
し
く
は
、
健
康
課
(
内
線

二
五
八
)
に
お
問
い
合
わ
せ

を。

基
本
健
康
診
査

年
一
回
受
診
を

市
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
基
本
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
る
。

年
一
回
受
診
で
き
る
の
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か
か

り
つ
貯
の
医
療
機
関
(
市
民
病

骨
組
し
よ
う
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー

平
塚
保
健
所
で
は
、
骨
粗
し

よ
う
症
予
防
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
聞
く
。

マ
日
時
、
内
容

・
1
月
お
日
(
水
)
午
後
l
時

泊
分

1
4時
、
骨
粗
し
よ
う
症

の
予
防
と
治
療

-
2
月
1
日
(
水
)
午
前
9
時

経
済
講
演
会

マ
日
時

1
月
口
臼
(
火
)

午
後
2
時
1

マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所

3
階
ホ
l
ル

マ
講
師
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
客
員
研
究
員
植
草
一

秀
氏

マ
内
容

一
九
九
五
年
日
米

経
済
の
展
望

マ
定
員
先
着
百
五
十
人

マ
申
込
先

エ
業
労
政
課
工

業
係
(
内
線
五
五

O)

平塚市清防出初試献血I乙孟脇ヌうをEf
く〉街頭献血予定日

1月 6日〈金〉
午前10時........12時

平塚市総合公園
(平塚のはらっぱ)

第 l部式典

第2部演技
-まといの振り込みとはしご乗り

.古式消防ポンプによる放水

-自衛消防隊による消防揖法

・消防署部隊によるはしご演技

.一斉放水

※問い合わせ 消防本部(内線387)

日時

会場

催し物

• 1月6日掛紅谷パールロード
・1月13日掛 1/ 

• 1月21日出 1/ 

• 1月28日比}側ダイクマ平塚底
以上献血時間は午前10時 か ら 午 後

3時30分まで

• 1月30日(月)平塚市役所
献血時間は、午前9時30分から午後

3時30分まで

図 ご協力ありがとうござい ました く12月分〉

東海大学、横浜ゴム鮒平縁製造所、側八短絡本舗平塚工場、平塚育学校、五領ケ

台高等学校、湘南農業協同組合Aコープ旭l苫、 主戸線商工業技術高等学校、大江工

業側平塚工場、小松也子金属附



(4) 平成フ年寸月寸目広報ひらつか

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

有
酸
素
運
動
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
体
力
の
向

上
と
健
康
増
進
に
よ
り
、
健
康

で
明
る
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
第
四
回
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
教
室
を
開
催
す
る
。
ぜ
ひ

ご
参
加
を
。

マ
日
程

1
月
幻
日

i
3月
口

日
の
毎
週
金
曜
日
、
全
8
回

マ
時
間
午
前
日
時
叩
分

1
日

時
却
分

ε、、 ヨEE

J 'l" '617 

3T A 

平塚競技場

第 542号

A
V
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

@
体
育
課
〒
加
平
塚
市
大
原

ー
ー
ー
、
平
塚
球
場
内
(
電
話

出

l
一ニ

O
六
O
)

。
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

一T
捌
平
塚
市
大
原
1
1
1
、
平

塚
球
場
内
(
電
話
お

i
O
一
O

一一)
月
5
日
(
臼
)
の
6
日
間

マ
時
間
午
前
9
時

1
午
後
5

時マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
又
は
通
学
し
て
い
る
四

歳
以
上
(
高
校
生
は
除
く
)
で
、

五
百
M
以
上
泳
げ
る
方

マ
定
員
刊
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
方
法

1
月
9
日
(
日
)

か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
へ
申
し
込
む

マ
参
加
料
四
千
円

ビ
ギ
ナ
l
講
習

会
の
申
込
方
法

マ
申
込
期
限

1
月
9
日
(
月
)

マ
参
加
料
四
千
八
百
円

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
1
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
ピ
ギ
ナ
1
講
習
会
に

参
加
し
て
体
力
測
定
等
を
行

い
、
登
録
カ
l
ド
の
交
付
を
受

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
ピ
ギ
ナ
1
講
習
会
の
申

込
方
法
が
二
月
八
日
(
水
)
か
ら

変
更
と
な
る
。
ご
注
意
を
。

マ
申
込
方
法
官
製
は
が
き
を

持
参
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
に
用
意
し
て
あ
る
指
定
用
紙

氷
上
安
全
法
の

講
習
会
を
開
く

水
の
事
故
防
止
、
で
き
者
救

助
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
習

得
を
目
的
と
し
た
、
日
本
赤
十

字
社
水
上
安
全
法
講
習
会
が
開

催
さ
れ
る
。

マ
日
程

2
月
初
日
(
火
)
1
3

。主な大会

・2日12時 15分、 14時 15分全国高校

サッカー選手権大会(有料)

.29日 9時少年少女マラソン大会

総合体育館

県中学バドミントン大会

平潔市 成人式

中ブロック中学パスケツ

バ
ス
ケ
ッ
ト
日

本
リ
ー
グ
大
会

第
羽
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日
本
リ
l
グ
平
塚
大
会
が
、
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

-1
月
初
日
(
土
)

-
東
芝
×
鷺
宮
(
女
子
、
午
後

2
時

1
)

・
シ
ャ
ン
ソ
ン
×
目
立
戸
塚

(
女
子
、
午
後
3
時
印
分

1
)

・
1
月
却
日
(
日
)

-東
芝
×
ア
ン
フ
ィ
一
二
男
子
、

午
後
2
時

1
)

-2月
四
日
(
日
)

・富
士
通
×
東
京
銀
行
(
女
子
、

午
後
0
時
叩
分

i)

-
N
K
K
×
い
す
ず
(
男
子
、

市
民
口
l
ド
レ
l
ス

平
塚
市
陸
上
競
技
協
会
で
は
、

総
合
公
園
周
辺
コ
l
ス
で
、
第

三
十
三
田
平
塚
市
民
ロ
l
ド
レ

ー
ス
大
会
を
開
催
す
る
。

マ
日
時

2
月
日
日
(
日
)

午
前
8
時
受
付
開
始

マ
集
合
場
所
平
揮
競
技
場

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
(
中
学
生
以
上
)

マ
種
目
一
般
男
子
叩
J
M
・

5
キ
ロ
計
、
刊
歳
以
上
男
子
5
キロ

M
、
一
般
女
子

・
高
校
女
子
5

J
M、
中
学
男
子
5
J
M、
中

学
女
子
3
J
M、
視
覚
障
害
者

※問い合わせは、総合公園管理

事務所 (電話35-2233)へ。

男
子

・
女
子
3
J
M

マ
申
込
方
法
体
育
棟
、
平
壌

競
技
場
に
あ
る
申
込
用
紙
に
参

加
料
を
添
え
て
直
接
体
育
課
へ

申
し
込
む
。

マ
申
込
期
間

1
月
口
日
(
火
)

i
u日
(
金
)

マ
参
加
料
一
般
六
百
円
、
高

校
生
四
百
円
、
中
学
生
三
百
円

午
後
2
時
加
分
5
)

マ
入
場
料

3
日
間
有
効
、
前

売
り
一
般
二
千
円
高
校
生

一
千
五
百
円
中
学
生
一
千
円
、

当
日
売
り
一
般
三
千
円
高

校
生
二
千
五
百
円
中
学
生
二

千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

体
育
課

平
塚
あ
る
く
会

七
福
神
を
巡
る

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
一
月

の
例
会
を
行
う
。
今
回
は
、
藤

沢
の
七
福
神
を
巡
る
。

マ
期
日

1
月
日
日
(
祝
)
、
降

水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
は
幻

自
(
日
)
、
以
後
は
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ

1
ス
平
塚
駅
|
藤
沢
駅

l
藤
沢
本
町
駅
:
・
袈
命
寺
(
布

て

い

均

ら

す

え

鏡
噂
)
:
・
烏
森
口
実
神
何
一
恵

比
須
)
:
・
白
旗
神
社
(
毘
沙
門

天
)
・:
常
光
寺

(
福
禄
野
)
・・

諏
訪
神
社
(
大
黒
天
)
:
・感
応

院
(
設
定
)
・
:
藤
沢
駅
l
片

瀬
江
ノ
島
駅
:
・
江
ノ
島
神
社

(
弁
財
天
)
、
解
散

マ
交
通
費
九
百
円
程
度

マ
持
ち
物
弁
当
、
雨
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
牒

サ
ッ
カ
ー
教
室

初
め
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
1
ル
に

触
れ
る
小
学
生
を
対
象
に
、
元

日
本
代
表
チ
l
ム
の
監
督
石
井

義
信
氏
(
ベ
ル
マ
I
レ
平
塚
)

が
直
接
指
導
。
サ
ッ
カ
ー
に
興

味
の
あ
る
ち
び
っ
子
集
合
。

マ
期
日

1
月
幻
自
(
日
)

マ
時
間
午
前
日
時

S
U時

マ
会
場
総
合
公
園
平
塚
の
は

ら
っ
ば

マ
参
加
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団

※
ボ
1
ル
持
参
、
雨
天
中
止

"・.・ー-・ー.一

一二'.・・・二.一'.・-ー・.
1・'.'. 

個
人
輸
入
商
品
に
挑
戦

日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て、

海
外
の
商
品
が
安
く
手
に
入
る

個
人
輸
入
が
人
気
を
呼
ん
で
い

る。
し
か
し
、
個
人
輸
入
は
外
国

企
業
と
の
個
人
的
な
取
り
引
き

で
あ
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
て
も
個
人
の
責
任
で
対
処
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に

対
処
す
る
た
め
の
知
識
を
身
に

付
廿
、
良
い
物
を
よ
り
安
く
個

人
輸
入
で
き
る
よ
う
、
暮
ら
し

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
ず
る
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
一T

m平
塚
市
紅
谷
町
十
四
|
二
十

一、

T
マ
リ
ン
湘
南
ピ
ル
五
階

電
話
幻
|
四

O
九
五
)
へ
。

マ
日
程
と
内
容

・
1
月
口
臼
(
火
)

「
個
人
輸
入
の
注
文
の
仕
方
」

・
1
月
四
日
(
木
)

「
注
文
す
る
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
」-1月

お
日
(
水
)

「実
際
に
、
欲
し
い
商
品
を
注

文
し
て
み
る
」

・3
月
比
日
(
火
)

「
注
文
し
た
商
品
が
届
い
て
か

ら
の
注
意
点
」

マ
時
間
午
後
1
時
叩
分

5
3

時
却
分

マ
会
場
平
塚
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

マ
定
員
各
回
と
も
叩
人
(
先

着
順
)

マ
受
講
料

無
米L

相
談
の
受
付
を

消
資
生
活
相
談
は
、
市
民
相

談
室
(
内
線
二
九
三
)
ま
た
は

平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(紅

谷
町
十
四

l
二
十
一
・
電
話
詑

|
四

O
九
五
)
へ
。

身近な自然や文化にふれて
平i家やすらぎ回廊

必民
観光文f~厩。見附台体育館 {制i531-3057)

-開放積目 卓球、バドミントン、バスグッ

ト、ソフトテニス(-16時)、バレー(-16時)

偲習t[ff@関脇関

商業観光線(内線549)

く〉期間 1 月 12日同~17日ω

0会場ひらつか市民プラザ
展示は、歩行者系コース「水と光と緑の散

歩道」と自転車系コース rJ11と緑のそよかぜ

ロード」をディスプレイを使いながら写其で

紹介する。

【水と光と緑の散歩道】
総合公園、ヘルシーロード、金目川・野鳥・
花、平塚海岸・ボー ドウ才一ク、相模川河口・

野鳥、馬入緑道、文化ゾーン

(JIIと緑のそよかぜロード】
金目JII・野鳥、鈴JII・野鳥、金目観音堂周辺、

熊野神社~土屋一族の著書、びわ青少年の家

~関東ふれあいの道、妙覚寺~八剣神社、愛~
宕山等 担当

• 1月9日(月)午後 l時.......8時
・1月23日(月)か

。金田公民館体育館 (旬路31ー 2136)

O金目公民館体育館 (旬結58-0101)

0神田公民館体育館 何倍55-0239)

0旭南公民館体育館 (制苫31-2255)

・開紋積自 バレー(9時-13時}、パドミン

トン、卓球 (13時-16f刷、バスケット 06

時 -20時〉

• 1月16日(月)午前9時~午後8時
・2月6日(月)が

。主な大会

・8日 9時

• 15日 9時

・16日 9日寺

ト新人戦

・21日、 22日 9時 ソフ トテニスジャ

パンカップ国際大会(有料)

.21日13時、 22日 9時中ブロック中

学柔道新人戦

• 28目、 29日 バスケットボール日本

リーグ平塚大会{有料)

各種目ともラケット、シャ トル、ポー

ルと、上ぱき用運動ぐつの持容を。
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